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(1) 

xet  とおくと、 0x において 1t となる。 1t において、
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0)(  th であるから、 )(th は 1t において単調増加であり、 )(xf は 0x において単調増加である。 
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)(th の 1t における値域は実数全体であるから、 )(xf の 0x における値域は実数全体である。 

以上により、 )0()(  xxfy は、実数全体を定義域とする逆関数を持つ。(証明終) 

 

(2) 

求める値は右図の網掛部の面積である。 
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求める値は 
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ここで、 xet  とおくと dxedt x  
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したがって 
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